土地・建賃貸借契約書
 貸主            （以下甲という）と借主                   （以下乙という）との間において、甲所有の下記  土地・建物 につき、以下の条項により賃貸借を約す。
   土地・建物の表示
第１条   （目的物の用法）   土地・建物の使用目的は、            のために使用する。
第２条   （ 賃  料 ）   賃料は年間              円（月額          円）とする。
第３条   （賃料の改定）   賃貸借期間中の諸税諸物価等の変動を考慮し3年ごとに、賃             

            料の見直しを行う。この場合の見直しは、国税庁が毎年発表する相続税課税  

            標準の基準となるその評価額の６％相当額を基準に、年賃料を定める。
第４条   （ 期  間 ）   期間は本契約締結の日から今期末までとする。
第５条   （地上建物の増築の制限）   第１条の用法の範囲内といえども、乙が地上の建    

            物の増築、または改築を行うときは、甲の承諾を得なければならない。
第６条   （賃借権の譲渡等の制限）   乙が借地権を譲渡し、または借地を転貸するとき       

            は、あらかじめ甲の書面による承諾をえなければならない。
第7条      本契約書に定めなきじこうについては法規並に従うものとし、尚貸主、借主、          

            共に誠意を以って協議善処しなければならない。
以上の通り契約したので、これを証するため本契約書２通を作成し、当事者各１通を保有する。
          平成     年     月     日      

                                 賃貸人
                                 住  所
                                 賃借人
                                 住  所
